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閉講式の赤坂勝会長修了書の授与

会長と講師を囲んで受講生の皆さん

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

今
年
度
も
新
た
な
要
約
筆
記
奉
仕
員
が
誕
生

〜
平
成
二
十
三
年
度
養
成
講
座
終
了
〜

�
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会（
会
長
赤
坂
勝
）は
十
二
月
十
七
日
、

札
幌
の
道
民
活
動
活
動
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
し
た
要
約
筆
記
奉
仕
員

養
成
講
座
（
昨
年
八
月
二
十
八
日
か
ら
土
曜
日
に
開
催
し
、
延
べ
十
二
日

間
、
五
十
二
時
間
に
わ
た
る
養
成
講
座
）
の
全
講
座
を
終
了
し
所
定
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
し
た
五
名
に
修
了
証
を
授
与
し
た
。
概
要
は
次
の

通
り
。

当
初
七
名
の
受
講
生
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
本
講
座
も
最
終
日
の
十
二
月

十
七
日
に
五
名
の
受
講
生
が
最
後
の

講
義
・
実
習
と
し
て
午
前
は
北
海
道

保
健
福
祉
部
福
祉
局
障
害
者
保
健
福

祉
課
の
中
村
秀
子
手
話
通
訳
者
か
ら

「
災
害
支
援
に
つ
い
て
考
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
実
際
に
東
北
大
震
災
の
支

援
活
動
に
参
加
し
た
実
体
験
に
基
づ

く
講
義
が
あ
り
、
受
講
者
は
Ｏ
Ｈ
Ｐ

を
使
っ
て
一
人
一
人
が
交
代
し
な
が

ら
実
習
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
現
場
実
習
「
聞
こ
え

な
い
立
場
か
ら
の
検
証
」
を
テ
ー
マ

に
要
約
筆
記
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

会
「
は
ま
な
す
」
講
師
に
よ
る
最
後

の
実
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
「
自
己
評
価
（
読
み
手
の

評
価
を
う
け
る
）」
と
題
し
て
、
受

講
生
全
員
か
ら
講
座
修
了
の
感
想
と

今
後
の
抱
負
が
発
表
さ
れ
ま
し
た

次
に
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

『
講
座
を
終
了
す
る
に
あ
た
り
、
自

己
評
価
を
行
う
の
は
大
変
難
し
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
要
約
筆

記
は
聴
覚
障
害
者
の
た
め
の
も
の
で

あ
り
、
評
価
は
聴
覚
障
害
者
の
方
々

に
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
か
ら

で
す
。
あ
え
て
評
価
す
る
な
ら
ば
、

こ
の
考
え
が
受
講
の
成
果
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

今
後
も
要
約
筆
記
者
と
し
て
活
動

を
続
け
、
情
報
保
障
を
受
け
る
方
々

の
意
見
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
を
忘
れ

ず
、
技
術
向
上
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
要
約
筆
記
者
の
数
が
大
変

少
な
い
事
に
不
安
を
感
じ
ま
す
。
自

分
一
人
が
い
く
ら
取
り
組
ん
で
い
て

も
要
約
筆
記
者
の
数
も
、
提
供
の
場

も
増
え
ま
せ
ん
。
こ
の
課
題
に
取
り

組
め
る
よ
う
、
要
約
筆
記
技
術
と
共

に
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

最
後
に
、
中
途
難
失
聴
者
の
事
も

要
約
筆
記
の
事
も
ま
だ
ま
だ
認
知
が

低
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
要
約
筆
記
が

当
た
り
前
の
よ
う
に
誰
も
が
知
る

「
通
訳
」
に
な
る
日
が
早
く
訪
れ
る

よ
う
、
活
動
を
続
け
ま
す
。

講
師
の
皆
さ
ん
、
運
営
に
携
わ
っ

た
皆
さ
ん
、
本
当
に
有
難
う
御
座
い

ま
し
た
。』、
と
『
八
月
か
ら
始
ま
っ

た
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座
も
い

よ
い
よ
終
り
と
な
り
、
季
節
も
夏
か

ら
冬
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
講
師
の

方
々
に
は
長
い
間
、
熱
心
に
御
指
導

頂
き
ま
し
て
、感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

幸
い
に
も
仲
間
に
も
恵
ま
れ
大
変
な

が
ら
も
、
楽
し
く
通
う
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

要
約
筆
記
は
瞬
時
に
聴
く
、
要
約

す
る
、
書
く
、
を
行
い
ま
す
。
更
に

速
く
、
正
し
く
、
読
み
や
す
く
、
書

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
改
め
て

漢
字
を
書
く
こ
と
の
難
し
さ
も
痛
感

し
ま
し
た
。
一
体
脳
の
い
く
つ
の
部

分
を
一
度
に
使
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
初
め
て
の
頃
は
本
当
に
脳
が

し
び
れ
ま
し
た
。
メ
ビ
ウ
ス
の
会
代

表
の
我
妻
さ
ん
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
は
手
話
で
表
現
さ
れ
て
い
る
通

り
、
共
に
歩
く
と
い
う
の
が
ぴ
っ
た

り
く
る
と
い
う
お
話
が
印
象
に
残
り

ま
し
た
。
私
も
聴
覚
障
害
者
の
方
々

と
共
に
歩
ん
で
い
け
る
要
約
筆
記
奉

仕
員
を
目
指
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。』
な
ど
。

そ
の
後
、
閉
講
式
が
行
わ
れ
赤
坂

勝
会
長
か
ら
、
主
催
者
挨
拶
と
し
て

受
講
者
の
皆
さ
ん
の
努
力
に
敬
意
を

表
し
「
こ
れ
か
ら
は
中
途
難
失
聴
者

の
耳
と
な
っ
て
、
障
害
者
の
社
会
参

加
を
推
進
す
る
地
域
の
要
約
筆
記
奉

仕
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
事
を
願
っ

て
い
る
。」
と
、
ま
た
、
講
義
や
実

習
を
担
当
さ
れ
た
講
師
の
方
々
へ
感

謝
の
挨
拶
の
後
、
受
講
生
一
人
一
人

に
修
了
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
北
海
道
中
途
難

失
聴
者
協
会
会
長
、
中
西
昭
夫
さ
ん

か
ら
修
了
者
の
方
々
に
感
謝
を
述
べ

た
後
、「
こ
れ
か
ら
は
、
中
途
難
失

聴
者
の
た
め
に
地
域
の
要
約
筆
記

サ
ー
ク
ル
な
ど
に
参
加
さ
れ
自
己
研

鑚
さ
れ
る
様
願
っ
て
お
り
ま
す
。」

と
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
講
師
を
代
表
し
て
要
約
筆

記
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
「
は
ま

な
す
」
の
山

靖
子
代
表
か
ら
祝
辞

と
激
励
の
言
葉
が
有
り
閉
講
式
を
終

え
ま
し
た
。

今
後
、
修
了
者
は
要
約
筆
記
奉
仕

員
の
登
録
手
続
き
を
経
て
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
称
え
て

★
斎
藤
良
弘
さ
ん（
小
樽
市
）が
受
賞
★

【
昨
年
十
二
月
七
日
、
厚
生
労
働
省

に
お
い
て
、
平
成
二
十
三
年
度
障
害

者
、
自
立
更
生
者
等
厚
生
労
働
大
臣

表
彰
が
行
わ
れ
、
北
海
道
か
ら
小
樽

市
の
斎
藤
良
弘
さ
ん
（
七
十
六
歳
）

が
自
立
更
生
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
の
自
立
に
向
け
た
ご
尽

力
と
社
会
的
貢
献
に
深
く
敬
意
を
表

し
ま
す
。】

斎
藤
さ
ん
は
大
正
十
年
八
月
、
小

樽
市
で
生
ま
れ
、
昭
和
二
十
九
年
、

原
因
不
明
に
よ
り
視
力
を
失
う
。
昭

和
三
十
七
年
、
北
海
道
盲
学
校
高
等

科
を
卒
業
す
る
が
更
な
る
上
を
目
指

し
て
専
攻
科
へ
進
学
し
二
年
後
に
無

事
卒
業
、
同
年
あ
ん
ま
・
鍼
灸
師
の

免
許
を
取
得
し
、
小
樽
市
稲
穂
に
て

治
療
院
を
開
業
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
三
十
九
年
に
小
樽

盲
人
協
会
（
現

小
樽
視
覚
障
害
者

福
祉
協
会
）へ
入
会
。昭
和
四
十
八
年

〜
平
成
十
六
年
迄
の
間
、青
年
部
長
、

音
楽
部
長
、
広
報
部
長
な
ど
役
員
と

し
て
協
会
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

又
、
平
成
九
年
「
え
ん
の
会
」
会

長
に
就
任
、
円
満
・
良
縁
・
公
園
の

三
つ
が
名
前
の
由
来
と
な
っ
た
こ
の

会
は
「
障
害
者
に
優
し
い
公
園
」
を

提
唱
し
、
公
園
の
改
修
や
新
設
の
際

に
は
障
害
者
が
利
用
し
や
す
い
公
園

を
求
め
る
運
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
団
体
は
平
成
十
年
十
二
月
九

日
の
北
海
道
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
、

規
模
は
縮
小
し
ま
し
た
が
現
在
も
活

動
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
他
、
昭
和
五
十
五
年
か
ら
八

年
間
「
小
樽
あ
ん
ま
組
合
」
の
副
会

長
に
就
任
。
昭
和
六
十
一
年
に
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
の
免
許
を
取
得
し
、
現

在
ま
で
「
小
樽
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
協

会
」
の
副
会
長
に
も
就
任
し
て
お
り

ま
す
。

平
成
十
五
年
脳
腫
瘍
を
患
い
手

術
、
そ
の
後
、
回
復
し
、
現
在
も
治

療
院
を
続
け
、
仕
事
の
傍
ら
協
会
の

行
事
や
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
て
い
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

様
々
な
教
室
に
も
積
極
的
に
参
加

し
、
障
害
を
克
服
し
、
前
向
き
な
そ

の
姿
は
他
の
模
範
と
成
っ
て
い
る
斎

藤
さ
ん
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
活
躍
さ
れ

る
事
を
祈
念
致
し
ま
す
。

発行人
（社団）北海道身体障害者
福祉協会会長 赤 坂 勝
札幌市中央区北２条西７丁目（かでる２・７）
電 話 ０１１‐２５１‐１５５１
ＦＡＸ ０１１‐２５１‐０８５８
ホームページwww．hokusinkyo．or．jp
北海道障害者社会参加推進センター
電 話 ０１１‐２５１‐９３０２
毎 月 ２５日発行

会員購読料（年）９０円
（会費に含む）

非会員 同 ２，０００円

「
ご
協
力
を
！
」
町
内
会
の
回
覧
協
力
に
よ
る
日
身
連
収
益
事
業
は
、
あ
な
た
の
協
会
に
還
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

■
困
り
ご
と
、
悩
み
ご
と
は

「
障
が
い
者
一
一
〇
番
」へ
■

電

話
〇
一
一
―
二
五
二
―
一
二
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
一
―
二
五
二
―
一
二
三
五

社 団 法 人 日 本 義 肢 協 会 会 員

喬

電
話
代
表（
〇
一
一
）二
四
一
�
〇
九
八
六
番

釧
路
市
富
士
見
一
の
五
の
九

代
表
取
締
役

柏

崎

カ

ネ

岩
見
沢
市
志
文
町
九
二
三
番
地
二
六

電
話（
〇
一
二
六
）�
二
二
�
六
六
四
三
番

表彰状と斎藤さん

岩

見

沢

市

三

条

西

八

丁

目

電

話（
〇
一
二
六
）二
二
�
三
七
三
九
番

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
二
六
）二
四
�
七
六
一
八
番

美
唄
市
東
七
条
北
四
丁
目
七
番
九
号

電
話（
〇
一
二
六
）六
二
�
〇
九
三
一
番

（平成２４年１月２５日）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（第６９４号）（１）
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社
会
保
障
改
革
の
素
案
固
ま
る

介
護
給
付
金
は
総
報
酬
割

【
政
府
は
十
二
月
二
十
日
、
社
会
保
障
と
税
制
の
一
体
改
革
関
係
五
大

臣
会
合
を
開
き
、
社
会
保
障
部
分
の
素
案
を
固
め
た
。
政
府
は
消
費
税
率

の
引
き
上
げ
幅
や
時
期
な
ど
を
早
急
に
詰
め
、
二
〇
一
二
年
の
通
常
国
会

に
関
連
法
案
を
提
出
す
る
方
針
だ
。】

素
案
は
十
二
月
五
日
の
野
田
首
相

の
指
示
を
受
け
、
政
府
・
民
主
党
が

調
整
し
た
。
民
主
党
の
社
会
保
障
と

税
の
一
体
改
革
調
査
会
が
十
六
日
に

了
承
し
、
総
務
、
財
務
、
厚
労
な
ど

関
係
五
大
臣
が
十
二
月
二
十
日
に
固

め
た
。

そ
の
内
容
は
六
月
末
に
ま
と
め
た

一
体
改
革
成
案
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
消

費
税
率
の
引
き
上
げ
や
給
付
の
抑
制

で
捻
出
し
た
財
源
を
社
会
保
障
の
重

点
事
項
に
配
分
す
る
こ
と
、
医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
効
率
化

に
向
け
て
、
病
院
・
病
床
の
機
能
分

化
、
在
宅
医
療
の
推
進
な
ど
「
基
盤

整
備
」
の
改
革
に
踏
み
切
る
。

な
お
政
府
は
十
二
月
二
十
一
日
、

素
案
が
描
く
姿
の
実
現
に
向
け
、
十

二
年
度
の
介
護
報
酬
改
定
を
プ
ラ
ス

一
・
二
％
（
在
宅
サ
ー
ビ
ス
一
％
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
〇
・
二
％
）
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
改
定
を
プ
ラ
ス

二
・
〇
％
診
療
報
酬
改
定
を
〇
・
〇

〇
四
％
と
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

十
一
年
度
末
で
終
わ
る
介
護
職
員

処
遇
改
善
交
付
金
の
処
遇
改
善
効
果

を
介
護
報
酬
で
維
持
す
る
に
は
、
約

二
％
の
プ
ラ
ス
改
定
が
必
要
と
さ
れ

て
い
た
。
政
府
は
処
遇
改
善
効
果
を

維
持
す
る
と
し
て
い
る
が
、
プ
ラ
ス

一
・
二
％
と
な
っ
た
報
酬
の
中
で
対

応
す
る
事
に
な
る
。

【
平
成
二
十
三
年
度
、
パ
ソ
コ
ン
教
室

全
日
程
終
了
】

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
主

催
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
は
十
一
月
の
開

催
を
最
後
に
本
年
度
の
全
日
程
を
無

事
終
了
致
し
ま
し
た
。
使
用
会
場
等

他
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
関
係
各

位
に
紙
面
を
も
っ
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す二

十
四
年
度
の
予
定
に
つ
き
ま
し

て
は
、
決
定
次
第
、
ご
案
内
致
し
ま

す
の
で
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
致
し

ま
す
。

「
実
施
日
程
」

★
帯
広

七
月
二
十
七
日
�
〜
二
十
九
日
�

★
砂
川

九
月
十
二
日
�
〜
十
四
�

★
石
狩

十
月
二
十
四
日
�
〜
二
十
六
日
�

★
岩
見
沢

十
一
月
九
日
�
〜
十
一
日
�

★
登
別

十
一
月
十
四
日
�
〜
十
六
日
�

★
新
規
入
会
、
会
員
募
集
中
★

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
は

働
け
る
障
害
者
の
雇
用
を
促
進
し
、

又
社
会
参
加
を
支
援
す
る
た
め
に
加

盟
団
体
、
又
は
個
人
が
行
う
事
業
に

対
し
て
助
成
金
を
交
付
す
る
こ
と
に

よ
り
障
害
者
の
自
立
に
寄
与
す
る
。

個
人
が
行
う
事
業
と
し
て
、

一
、
日
本
障
害
者
福
祉
大
会
へ
の
参

加
支
援

一
、
福
祉
機
器
、
自
助
具
の
開
発

以
上
が
個
人
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
も
の

が
あ
り
、
会
員
の
高
齢
化
、
減
少
は

協
会
の
悩
み
の
一
つ
で
あ
り
、
手
を

こ
ま
ね
い
て
い
て
は
状
況
は
悪
化
す

る
一
方
で
あ
り
、事
業
に
取
り
組
み
、

会
を
活
性
化
し
、
会
員
加
入
を
働
き

か
け
る
努
力
が
必
要
で
す
。

既
存
個
人
会
員
で
会
員
と
な
っ
て

い
な
い
障
害
者
の
方
が
近
く
に
お
ら

れ
ま
し
た
ら
是
非
と
も
入
会
の
勧
誘

を
積
極
的
に
働
き
か
け
て
頂
き
、
会

員
増
に
向
か
い
地
元
の
協
会
と
一
丸

と
な
っ
て
行
動
す
る
よ
う
紙
面
を

も
っ
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
問
合
せ
先
」

地
元
の
障
害
者
協
会
、
又
は
、

札
幌
市
北
二
条
西
七
丁
目

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
一
一
―

二
五
一
―

一
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
一
―

二
五
一
―

二
五
五
八

お
詫
び
と
訂
正

一
月
一
日
号
掲
載
の
北
海
道
身
体

障
者
福
祉
協
会
加
盟
団
体
長
の
氏
名

に
間
違
い
が
有
り
ま
し
た
の
で
お
詫

び
と
訂
正
致
し
ま
す
。

（
誤
）
日
高
地
区

蒲
田

盛
行

（
正
）
日
高
地
区

鎌
田

盛
行

大
変
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。

【
地
域
か
ら
の
お
便
り
】
へ
の

投
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す

「
町
村
協
会
便
り
」
は
地
域
で
の

元
気
な
取
り
組
み
な
ど
を
伝
え
る
場

で
す
。
ま
だ
投
稿
さ
れ
て
い
な
い
町

村
協
会
の
皆
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
や

写
真
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ど

し
ど
し
投
稿
下
さ
い
。
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一
、
判
読
が
難
し
い
漢
字
に
は
必
ず

ル
ビ
を
付
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
作
品
に
は
、短
歌
、俳
句
、川
柳
の

区
分
も
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
投
稿
は
で
き
る
だ
け
新
聞
発
行

月
の
前
月
末
ま
で
に
お
願
い
し
ま

す
。

【
宛
先
】

〒
〇
六
〇
―

〇
〇
〇
二

札
幌
市
中
央
区
北
二
条
西
七
丁
目

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
四
階

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

宛

リ
フ
ト
付
貸
切
バ
ス

ハ
ー
ト
ケ
ア
福
祉
タ
ク
シ
ー
（
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
対
応
）

株
式
会
社

ラ
イ
フ
パ
ス

札
幌
市
北
区
篠
路
一
条
八
丁
目
六
番
三
〇
号

篠
路
自
動
車
学
校
内

電

話
（
〇
一
一
）
七
七
二
�
四
七
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
一
）
七
七
一
�
一
四
〇
九

有
限

会
社

岩

見

沢

義

肢

岩
見
沢
市
緑
が
丘
二
丁
目
八
六
番
地
八

電
話
代
表（
〇
一
二
六
）二
二
�
一
五
五
〇
番

岩見沢パソコン教室登別パソコン教室

ニ
ッ
シ
ン
自
動
車
工
業

北
海
道

（２）（第６９４号）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（平成２４年１月２５日）


